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1 ．はじめに
　2015（平成27）年 4 月に発足した日本書道ユネスコ登録推進協議会（http://
www.shodoisan.jp/）は、漢字書・仮名書・漢字仮名交じり書を含めた日本の
書道文化全体を「日本の書道文化　─書き初めを特筆して─」として、ユネス
コの無形文化遺産に登録すべく活動中である。「書き初めを特筆」するのは、
すでに無形文化遺産に登録済みの中国やモンゴルの書道との差別化を図るとい
う意味もある（注 1 ）。
　書道は、現在の日本人にとって、生活からは距離のあるものになっていると
言っていい（注 2 ）。個々の日本人の生活状況で言えば、年賀状で毛筆を用いる
かどうかといったところがせいぜいかもしれないし、またそれが危機感となっ
てユネスコの無形文化遺産登録を目指す端緒になっている（注 3 ）。
　書き初めをするかしないかは別にして、新年を迎えたときの改まった気分は
誰にも経験のある心境であろうし、元日あるいは正月三が日頃までに届く年賀
状には新年の気分を増幅する要素がある。普段ほとんど手紙や葉書を書かない
人でも、正月に合わせて年賀状を作成する習慣は今も生きており、そこにどの
ような文言を認めるか、その際にどのような文字で書くかなどが勘案され、そ
の選択結果が形になって現れているのが年賀状である。
　筆者自身が受け取る年賀状は、かつては毛筆（または筆ペン、万年筆など）
で手書きされたものがほとんどだったが、近年は年賀状の表書きも様変わりし
てプリンタ利用の年賀状が多くなった。しかし、表書きが手書きされた年賀状
を受け取ることは少なくなったが、明朝体やゴシック体などで印字された年賀
状はほとんどなく、手書きでないとすれば毛筆フォントで印字されたものが多
い。葉書の表書きの機能だけを考えれば明朝体などで印刷しても十分であるは
ずだが、そこに毛筆フォントが使われているのは、新年の挨拶という改まった
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気分が反映しているからと考えてよいだろう。
　日常生活の中で、年賀状は（プリンタ利用の毛筆フォントも含め）毛筆文字
を目にする機会が多い年中行事の一つであり、また、それがかえって正月以外
の日常生活で毛筆文字への意識が減少している（あるいは、ほとんどなくなっ
ている）ことを実感させる対象物でもある。
　本稿は、そういったことの実態変化を表わすものの一つとして新春名刺広告
（以下、新春名刺）に焦点を当て、毛筆で書かれた新春名刺の比率がどのよう
に変化してきたかを紹介し、毛筆文字を対象にした社会言語学及び日本語教育
学での研究の意義を考えるための出発点と位置づける。ここで言う新春名刺と
は、さまざまな企業や団体の社長や会長など役員が自身の氏名を社名や肩書き
とともに新年の新聞各紙に掲載するものである（図 1 ）。
2 ．先行研究
　新春名刺は、社会言語学の中では言語景観研究に関わるものである。言語景
観研究は、看板や道路標識など、街の中にあるさまざまな言語表示を対象に（あ
るいはピクトグラムなども含め）、どこにどのような表示があるか、また、幾
つの言語で書かれているか、どの言語で書かれているか、さらに日本語につい
図 1 　新春名刺（1972年 1 月 1 日読売新聞34面より）
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て言えば、どの文字種で書かれているか、などが研究テーマとされ、「特に
2000年代に入ってからは、さまざまな研究が世界中で行われて」（庄司他編
（2009）、P．9 ）きており、庄司他編（2009）、内山純蔵監修（2011）に収蔵さ
れている論文などを含め論考数は多いのだが、そこには毛筆で書かれているこ
とに特に注目した研究はほとんどないと言っていい。街の中に見られる言語表
示には、活字体のもののほか、デザイン性の強いさまざまな文字があふれてお
り、それらをどのようにまとめていくか、その方法が確立していないことが要
因なのかもしれない。
　その中で、都市観光地区において毛筆文字がどのように分布するかを論じた
ものとして、張他（2013）がある。張らは毛筆で書かれた文字について、モダ
ン商業観光地区として新街口（中国南京市）と銀座（東京）、更新型観光地区
として王府井（中国北京市）と新宿（東京）、伝統観光地区として琉璃廠（中
国北京市）と浅草（東京）を比較の対象として、毛筆で書かれた文字の看板を
観察した。その結果明らかになったのは
・全体的な傾向として、中国の伝統地区の書道景観には字体または書道類型
（篆書、隷書、魏碑）など多元化した芸術かつ個性豊かなものが多く存在
するのに対して、日本の都市地区の書道景観においては、実用性を重要視
し、書道の芸術性と伝統的な書法より随意性と自由性、純朴さが追究され
ていること
・日本においても中国においても書道景観は伝統観光地区（浅草、琉璃廠）
が更新型地区（新宿、王府井）やモダン商業地区（銀座、新街口）より伝
統的な風貌をもち、内容も多様性に富んでいること
などであり、日本と中国で毛筆文字の位置づけや扱い方などにも違いがあるこ
とを明らかにした論考である。
3 ．新春名刺の実態
　街の中の看板等を対象に毛筆文字を考察することにはかなりの困難さが伴
う。それは「書道」を基礎とした伝統的な、あるいは学校教育的な毛筆文字か
ら、主として広告用にデザイン化された毛筆文字や感性に基づいて自由に書か
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れた毛筆文字まで、毛筆で書かれた文字の姿は多岐に渡ることが要因の一つと
して考えられる。しかし、何らかの条件を付けて観察対象を限定すればその困
難さはある程度減らすことができる。例えば、デザイン性の高い文字が現れに
くい環境で、誰が書いたかを特定することがさほど難しくないもの、といった
条件を設定することにより対象を限定することが可能である。
　新春名刺は「景観」と呼ぶには似つかわしくないニュアンスを含む語だが、
ロング（2010）の以下の説明から、言語景観に含まれると考えていいだろう。
　言語景観は
・文字言語（看板や店に並ぶ商品のラベルなど）であり、音声言語（その
商品のためのラジオCMや電車内のアナウンスなど）ではない。
・公的な場に見られる文字言語（店舗のショーウィンドーにある看板）で
あり、私的なコミュニケーション（個人間で交わされる手紙や電子メー
ル）ではない。
・不特定多数の読み手に発せられる物（商店街のポスター）であり、特定
の個人あてに書かれたもの（自宅のドアにテープで貼られた言付け）で
はない。
・自然に、受動的に視野に入る物（駅売店の雑誌の見出しに使われている
語句）であり、意図的に読まなければならない物（その雑誌の中の記事）
ではない。 （ロング（2010）P．179（注 4 ））
　そこで、新春名刺がどのくらいの割合で毛筆で書かれているかをながめてみ
ると、例えば2 ページの図 1 は1972（昭和47）年 1 月 1 日付読売新聞34面だが、
ここには26名分の新春名刺が掲載されており、明朝体が 4 名、ペンを用いたと
思われるものが 2 名で、残りの20名分は毛筆を用いたものと見られる。また、
1992（平成 4 ）年 1 月 1 日付読売新聞25面から切り取った図 2 は、30名分の新
春名刺が掲載されており、明朝体が20名、ペンまたは毛筆を用いたと思われる
ものが 1 名、ペンを用いたものが 1 名、毛筆を用いたものは 8 名である。
　試みに幾つかの紙面を対象に、時間軸に沿ってながめてみたところ、時が下
日常生活環境における毛筆文字分布について　5
るに従って毛筆で書かれた新春名刺の割合は減少しているように思われた。そ
こで、以下を対象に各紙面を調査した。いずれも東京本社発行の縮刷版を利用
した。
・朝日、毎日、読売、日経の朝刊各紙の 1 月 1 日と 1 月 3 日の紙面（注 5 ）
・2017年を起点として、2012年、2007年…のように 5 年ごとに遡り、1967年
までの50年間
なお、朝日新聞は1972（昭和47）年に新春名刺を掲載するようになって以来、
一貫してすべて明朝体での掲載を継続しているため、以下の集計では朝日新聞
を除外した。朝日新聞を除く上記三紙の新春名刺数の合計は延べ8,162人分で、
年別の分布は表 1 のとおりである。
　年ごとの掲載人数の多寡は景気の動きを反映しているものとみることができ
ようか。1980年代前半までは増加し、後半から減少に転じている。以下ではこ
のデータについて毛筆で書かれているかどうかを見ていくが、毛筆か万年筆か
など、どの筆記具で書かれたものか判断に迷うものもあったため、それらは判
断に迷うものとして扱った（注 6 ）。以下、その結果を紹介する。
　図 3 が表 1 の全人数の内訳である。図のタイトルとして並記した「書体」と
「筆記具」は別の概念であり本来並べられるものではないが、書かれた（印刷
図 2 　新春名刺（1992年 1 月 1 日読売新聞25面より）
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された）文字が毛筆によるものかどうか、その全体傾向を把握する上では図 3
のような分類が便利なので、異なる概念を並立させた。図中の「ペン」は万年
筆またはボールペンなどで書かれたと見られるもの、「毛筆orペン」は、恐
らく毛筆で書かれたものと思われるが、太めの万年筆で書かれたとも見られ、
判断を保留したものである。これ以外に、ゴシック体や教科書体と見られるも
のもあったが、比率としてはごく少数だったので図では割愛した。 5 年ごとの
データではあるが、この50年間の新春名刺全体では、毛筆で書かれたものが約
6 割、明朝体が約 3 割であった。
　図 4 は、前述三紙に掲載された新春名刺の実数を年ごとに分類集計したもの
である。1967（昭和42）年から1982（昭和57）年までは新春名刺の数そのもの
が増加を続ける時期だが、この期間は、新たに掲載する人の大半が毛筆によっ
ていることがわかる。つまり、1980年代初期までは、新春名刺と言えば、「毛
筆が常識」の時代であった。その後、1982（昭和57）年から1987（昭和62）年
表 1
年 延べ人数
1967 584
1972 1,000
1977 1,232
1982 1,298
1987 772
1992 892
1997 685
2002 539
2007 391
2012 291
2017 478
合計 8,162
明朝
31%
ペン
６%
毛筆 or ペン
２%
毛筆
61%
図 3 　書体または筆記具
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の間、及び1992（平成 4 ）年から2002（平成14）年の間に毛筆による新春名刺
の数は大幅に減少し「毛筆が常識」の時代は終わりを告げる。1997（平成 9 ）
年には明朝体の新春名刺とほぼ同数となり、2002（平成14）年には明朝体が多
数を占めることになる。
　図 4 から2002（平成14）年以降明朝体の新春名刺の実数はさほど増えていな
いことがわかるが、図 4 と同じデータを年ごとの比率で示した図 5 を見ると、
1977（昭和52）年以降明朝体の比率が急激に増加し、1997（平成 9 ）年に毛筆
を抜き、その後もさらにその比率が増加していることがわかる。これは1987（昭
和62）年以降、新春名刺全体の実数が減少していることが大きく影響している。
集計期間の50年間に明朝体の新春名刺は実数・比率ともに増加し、毛筆とはそ
の位置が完全に逆転している。現在の新春名刺は「明朝体が常識」の時代であ
る。
　この50年間で新春名刺を掲載する企業そのものが入れ替わってもいるし、同
じ企業が掲載するとしても社長など掲載者の交代、若返りなどによって毛筆か
ら明朝への変化があることも考えられる。新春名刺の実態をさらに詳細に分析
していくためには、掲載者の年齢や教育歴（例えば旧制の教育か新制の教育か）
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図 4 　経年変化　実人数
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などの情報が、また書写教育の変遷、書きやすく手軽な筆記具の普及といった
さまざまな分野の情報が必要であるが、詳細な分析は別稿に譲る。いずれにし
ても、図 4 、図 5 が示す変化は、自分の氏名を毛筆で書く習慣が少なくなって
きたことの反映ではあるだろう。
　従来の言語景観研究では、対象物の性質から一年ごとの変化を見ることは難
しいことが多く、そのような観点からの考察は数が少ないが、新春名刺は毎年
の行事であり、上記のとおり経年変化を見ることができる珍しい「景観」であ
る。
4 ．新春名刺研究の意義、毛筆文字に注目することの意義
　ここで、新春名刺のような言語景観を観察の対象とすることの意義を考えて
みたい。日本人の筆記環境の変遷などを背景に「毛筆で文字を書くこと」を考
えるとき、関わりがある研究分野は社会言語学以外にもある。まず書写書道教
育は密接な関連を持つし、日本語教育でも日本の社会や文化に関する情報の一
つとして、毛筆文字に関する情報は含まれてよいはずのものである。以下では
そういった分野で「毛筆で文字を書くこと」または「毛筆で書かれた文字」が
どのようにとらえられているかを概観した上で、その意義を考える。
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図 5 　経年変化　年ごとの比率
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4．1　書写書道教育
　中学校・高等学校における書写・書道教育について、学習指導要領解説から
関連箇所を引用すると、以下のようである（以下、下線はすべて筆者）。
中学校第 3 学年の書写に関する事項として
（ア）身の回りの多様な表現を通して文字文化の豊かさに触れ、効果的
に文字を書くこと。
身の回りの多様な表現とは、身の回りの生活の中にある言葉に関する多
様な表現のことである。文字の表現について言えば、手書き文字をはじ
め、活字やイラスト文字、デザイン文字などの社会生活で使用されてい
る多様な書体や字形の文字全般のことである。そうした身の回りの多様
な表現を通して文字文化の豊かさに触れさせることで、文字を手書きす
ることの意義に気付かせ、併せて、文字文化に関する認識を改めて形成
させるとともに、主体的な文字の使い手になるきっかけをもたせること
を求めている。また、多様な文字やその表現の在り方に関心をもたせる
ことで、文字の芸術性に関心を向ける素地を養い、高等学校芸術科書道
への接続も見通している。（『中学校学習指導要領解説国語編』pdf版（平
成29年 6 月）PP.115-116）
高等学校については、
書道Ⅰの目標
書道の幅広い活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てると
ともに、感性を高め、書写能力の向上を図り、表現と鑑賞の基礎的な能
力を伸ばし、書の伝統と文化についての理解を深める。
（中略）
「生涯にわたり書を愛好する心情を育てる」を最初に示しているのは、
芸術科の目標に対応するもので、「書道Ⅱ」及び「書道Ⅲ」も同様である。
ここでいう「書」とは、いわゆる芸術的な作品ばかりでなく、実用的な
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側面も含んでいる。書を愛好する心情は、身近な手書き文字や名筆への
関心をもち、優れた書に興味を抱き、自ら進んで楽しみながらよりよい
表現をしようとする態度の中から芽生えるものである。（『高等学校学習
指導要領解説芸術（音楽美術工芸書道）編音楽編美術編』pdf版（平
成21年 7 月）PP.102-103）
書道Ⅰの鑑賞
鑑賞に関して、次の事項を指導する。
ア　日常生活における書への関心を高め、その効用を理解すること。
（中略）
現代では、様々な硬筆の誕生やコンピュータなど情報機器の普及により、
毛筆を使用する機会は次第に少なくなっている。しかし、身の回りには
表札・看板をはじめ、野外の石碑、書籍の題字、贈答品の表書き、ポス
ター、レッテルなど、毛筆で書かれた文字を見かけることは多く、生活
用品の中に一種のデザインとして書が取り込まれていることも少なくな
い。日常的な手書き文字のほかにも、伝統芸術としての書の魅力などに
関心を抱き、室内に書を飾ったり、美術館や展覧会に足を運んで書を鑑
賞したりすることもよく行われている。（同P.112）
　古典作品の鑑賞のみならず、身の回りの生活の中にある表現に注目すること
の必要性が述べられている。当然のことながらこれには書の専門家も注目して
おり、例えば以下のようなものがある。
　「伝統と創意」第11号（公益社団法人日本書芸院広報紙書くよろこび　平成
29（2017）年 4 月）掲載の座談会の中で、日本書芸院常務理事・筑波大学教授
中村伸夫氏の発言として以下が掲載されている。
昨日、職場で建築の先生の退官記念の席で、「世の中、街の中に、筆文
字があふれている」という話になりました。例えば商品開発のための筆
文字、映画のタイトル、道路標識、名所旧跡の案内など。建築、都市工
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学を学ぶ人たちの間では、「筆文字の力はすごい」というのが定説になっ
ています。そこで、プロの書家と、企業との接点を作ろうという動きも
始まっています。東京五輪では、街中でしっかりした筆文字を見てもら
う仕掛けも大事になる。そうすると、小中高校での筆文字の教育のあり
方の中で、文字文化の大きな領域として、筆文字の発信の基礎作りの経
験を、子供たちにさせるということも大事なのかなと考えております。
　また、「書道美術新聞」第1113号（2018（平成30）年 1 月 1 日（月））に掲載
された「書写書道書塾教育「文字文化」への視点《書統》特別講演宮沢正明（そ
の 2 ）」で、山梨大学大学院教授宮澤正明氏は、「子供たちに「文字文化」とい
うものに気づかせ、関心を持たせるには、どのような手立てが有効なのか」と
の問いを立て、それへの解答の一つとして以下のように述べる。
本や映画、テレビドラマのタイトルなど、身の回りには筆で書かれた文
字がいくらでもあります。そういう身近なもののタイトルとか、題名、
商品名などの文字に関心を持たせることも、有効です。なぜ筆で書かれ
ているのだろう、なぜこういう字が使われているのだろうということに
興味、関心が湧けば、しめたものです。筆文字や手書き文字と、明朝体
やゴシック体などの活字の文字との違いなど、誰もが子供の頃から見慣
れているものですが、関心がなければ、またキッカケがなければ、決し
て深い理解には結びつかないのです。
このように、身の回りの毛筆文字に注目することの重要性は書の専門家も認め
るところであり、これは景観言語学と共通する問題意識と言っていい。しかし、
最初からすべてを対象にするのでは資料整理は困難であろうから、デザイン性
の高い文字への興味はひとまず措いて、言語景観中の「本格書道」に限定して
実態調査を行なって基礎資料を作成することが、書写書道教育の鑑賞の第一歩
につながる。一人一人の生徒の興味を惹起するためには、ある程度範囲を限定
して毛筆文字を収集し一覧できるような資料を作成することが必要であろう。
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4．2　日本語教育及びその他の分野
　日本語教育には「毛筆で文字を書くこと」を取り入れた実践研究が幾つかあ
る。例えば福光（2005）、ナザロワ（2010）、林（2011）などがそれに該当し、
いずれも書作品そのものの魅力、あるいは毛筆で文字を書くことの魅力を感じ
させることによって文字教育に役立てることを目指し、その効果を上げている
例であるが、日本人の日常生活の中で毛筆文字がどのように用いられているか
という視点はなく、書写書道教育の手法をほぼそのまま日本語学習者に応用す
るにとどまっているようである。
　そんな中、書体に注目しているのは、文字マニアと呼ぶのがふさわしい人々
である。石川（2018）はその冒頭で、
鉄道に乗ることが好きな人は、乗り鉄。
鉄道の写真の撮影が好きな人は、撮り鉄。
鉄道の模型の収集が好きな人は、模型鉄。
ならば、鉄道と駅の看板・文字が好きな人は、「もじ鉄」と呼ぼう。
として自ら「もじ鉄」を名乗り、「日本全国の普通鉄道（軌道） 1 社 1 路線を
基準に取り上げ」、その駅構内に表示されている駅名その他の文字にどのよう
なフォントが使われているかを観察し、豊富な写真を掲載している。形状のほ
んのわずかな違いからフォントの種類の違いを指摘しているところなどは、マ
ニアならではの力であろう。
　また、中西（2016）は、駅名標に着目している点は石川（2018）と同じだが、
それにとどまらず、JRの前身である日本国有鉄道が利用者の利便性を最優先
に考えて新たに制作した書体「すみ丸ゴシック」の計画から制作、掲出に至る
までのプロセスを詳細に調査報告している。マニア本というよりもむしろアカ
デミックな調査報告と呼ぶべきものである。
　興味深いのは、石川（2018）では、例えば肥薩線矢岳駅の筆文字駅名標につ
いて「昭和漂う温かみのある文字」、西日本鉄道太宰府駅の駅名標について「太
宰府駅には毛筆で書かれたご当地駅名標が存在する。太宰府天満宮は学問の神
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様。」と述べ、また中西（2016）では、「旧い文字は、手書きであるが故に、駅
により微妙に異なる表情をしており、それが時に懐かしさや新鮮な与え」ると
述べるなど、単に書体のバリエーションそのもののみに注目するのではなく、
手書き文字や毛筆文字に温かさ、懐かしさを感じている点である。
　手書き文字に関する調査としては「国語に関する世論調査」（文化庁（2013））
がある。幾つか項目がある中で、「年賀状の宛名を手書きで書くかどうか」に
ついて、「手書きをする（計）（注 7 ）」の割合が30代～50代で約 4 割と最も低く、
他の世代では約 6 割が「手書きをする」と回答している。社会的な中心層にとっ
て年賀状の宛名を手書きすることは時間的に難しい面があるのだろう。別の項
目で、「今後もなるべく手書きで手紙を書くようにすべきである」「手紙の伝統
的な書式を今後も守っていくべきである」という選択肢の回答は30代以下の世
代で 5 割を超え、またこれらの世代では2004（平成16）年度の同項目の回答よ
り手書き尊重派が多くなっていることが報告されている。毛筆文字に対する意
識ではないが、手書きに対する意識が変わりつつあること、手書きのよさが忘
れられているわけではないことを伺わせる資料である。
　図 6 は毎年発行される『レジャー白書』をもとに1987（昭和62）年以降の書
道人口の大まかな推移をグラフにしたものである。これによれば書道人口は漸
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図 6 　書道人口の推移（1987年～2016年）
（『レジャー白書』をもとに作成）
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減傾向にあることが見て取れる。書道というと「何となく面倒くさい」、ある
いは書の専門家だけが取り組む芸術で、一般人にはあまり関わりがないという
意識が強いのかもしれないが、その一方で、株式会社リクルートマーケティン
グパートナーズが企画・運営する「ケイコとマナブ.net」によれば、全国で小
学生以下の子どもを習い事に通わせている927人を対象に行なった「子どもの
習い事」についてのアンケートで、「今習っている習い事」として、「書道」は
「水泳」「英語・英会話」「ピアノ」についで第 4 位であり、また、「今後習わせ
たい事」としては、小学校低学年で英語・英会話に続いて 2 位となったほか、
未就学児でも 3 位とのことである（http://top.tsite.jp/news/workstyle/o/3732
3198/index2018年 5 月 4 日確認）。
　「ケイコとマナブ.net」の調査結果では、タブレット等のタッチ入力で文字
を表示させることが少なくない現在の状況への反発、反省から、文字を手書き
することへの回帰姿勢が明らかにされ、文化庁の調査も合わせて考えると、生
活の中にパソコン・タブレットが溶け込み、明朝体等活字体フォントで印刷・
表示することがごく当たり前になった現代において、手書きが見直されつつあ
ることを示すものである。習い事としての書道にまでは到らなくても、毛筆で
文字を書くことに注目する意識が再び盛り上がりを見せようとする萌芽ではな
いかとも思える。
4．3　いわゆる「日本事情教育」の情報として
　ここまで見てきたように、毛筆で書かれた文字を観察対象とすることは、言
語景観研究と書写書道教育を結びつけることにつながるものであり、そのため
には双方が協力して資料を収集整備する方向へと向かうべきものである。また、
日本人の書道に対する意識が今後変わっていくかどうかも含め、このような実
態や意識を把握していくことは日本語教育にとっても重要な要素である。
　日本語教育学会はその目的として「日本語を第一言語としない者に対する日
本語教育の研究促進と振興を図り、もって我が国の教育・学術の発展並びに我
が国と諸外国との相互理解及び学術の交流に寄与すること」（日本語教育学会
HPによる）を挙げているが、諸外国との相互理解そのものは狭い意味での日
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本語教育によらなくても可能である。
　日本理解の一例が東京国立博物館によるワークショップ「日本文化との出会
い「書体験」」である。2017（平成29）年 6 月と11月の二回、それぞれ約一ヶ
月間催されたこのワークショップは、同博物館所蔵の国宝「賢愚経（大聖武）」
で使われている幾つかの漢字を手本に、寸松庵色紙に一文字、筆ペンで書いて
作品に仕立て上げるというものである。筆者はこの期間中11月のある日、一参
加者として加わりつつ周囲の様子を観察したが、旅行者と思われる外国人の参
加が多く見られ盛況であった。担当者に尋ねたところ、一日に約100人が訪れ、
そのほとんどが外国人旅行者と思われるとのことであった（注 8 ）。
　また、国内外の旅行者をターゲットにした最近の書道関連の催しでは、日本
書道ユネスコ登録推進協議会による、関西国際空港「日本の書道文化展」（2017
（平成29）年 2 月16日～ 2 月26日）、成田国際空港「日本の書道文化展」（2017（平
成29）年12月21日～2018（平成30）年 1 月 9 日）が行なわれた。両空港ともに、
期間中は日本書道ユネスコ登録推進協議会の役員16名（注 9 ）の作品が展示され
るとともに、書道体験のワークショップが何日か開催され、例えば関西国際空
港では、 5 日間のワークショップの参加者累計が756人であり、以下のようで
あったと言う。
国際空港という場所柄、日本人のほか、中国、韓国、台湾、ベトナム、マ
レーシア、シンガポール、ブルネイ、タイ、ブータン、スウェーデン、オ
ランダ、フィンランド、ドイツ、フランス、オーストリア、アメリカ、カ
ナダ、オーストラリア、中近東など世界の多数の国からの旅行者が当企画
に足を止め、日本の書作品を鑑賞し、書道体験を行いました。
参加者からは、日本最高峰の作品を偶然にも間近に見られて良かった、筆
を持つことは久しぶりだが楽しい体験だ、子供や孫にも書かせてみたい、
墨の香は懐かしい、書道は日本の素晴らしい文化だなどの感想が寄せられ
ました。（http://www.shodoisan.jp/undo.html　2018年 4 月18日確認）
このような体験ワークショップ時に、日本社会の中で毛筆文字がどのような状
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況にあるかの解説を書作品や市井の毛筆文字の写真とともに複数の言語で掲示
することにより、参加者及び来訪者の体験に深みを与えることもできるだろう。
日本語教育では日本語を教えることそのもの、あるいは日本語の使用実態に焦
点が当てられることが多いが、日本理解を促進するという点では、日本語学習
者と並んで観光客の人数も多く、旅行者を対象とすればその効果も直接的であ
る。
　海外への日本語の普及について約5,500人を対象に分析した嶋津（2016）に
よれば、「日本国民」は海外での日本語普及の重要性は認識しているが、その
理由は日本や日本人に親しみを持つ人が増えるから、または日本の文化が海外
の人にもっと理解されるようになるからであり、そのために日本政府やその関
連機関が重点を置くべき国際文化交流事業としては、日本の伝統文化（歌舞伎、
能、狂言、生け花、茶道など）を海外に紹介すること、日本の現代文化（アニ
メ・マンガなどのポップ・カルチャーを含む）を海外に紹介することなどを重
要視しているとする。あくまで海外でどのような国際文化交流事業を行なうべ
きかを問うたものではあるが、海外から日本への観光客が増加している現在の
状況を考えれば、こういった旅行者に対してどのような情報を提供したらいい
かを考える上でも示唆に富む結果である。ごく普通の日本人の生活環境に毛筆
文字がどのように分布しているかという情報は、嶋津（2016）調査に回答した
「日本国民」の期待に応えるものともなり得る。
5 ．結論
　毛筆で書かれた文字は、筆記具として毛筆しかなかった近世までは「ハレ」
から「ケ」までをカバーするものであった。今の時代はどちらかと言うと「ハ
レ」に限定されたものと言えるのではないかと思われるが、ではその「ハレ」
の文字としての毛筆文字が、芸術としての書作品以外にどのようなところに使
われているかとなると、ふだん意識していないことが多く資料もほとんど存在
しないだけに不明な点が多い。先に紹介した新春名刺のデータ、文化庁調査、
書道人口の推移などから、現代は手書き文字、毛筆文字に対する意識の変化が
起きている時代であることがわかる。その実態を記述することは、この問題に
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関わりのある分野に共通の、まず取り組むテーマである。
　一般の人々が筆記具として毛筆を使用する機会は「学校教育、のし袋・賞状
などの一部の実用書式、あるいは芸術としての書道の場に限られている」（杉
山（2018、P.90））と言えるだろうが、その一方で毛筆で書かれた文字はあち
こちで使われている。と言うより、毛筆で書かれた文字には、身の回りから徐々
に消えていく傾向にある（あるいはすでに消えてしまった）と見られるものと、
少なくとも当分の間は減少しそうにないものがある。会社や学校などの正面入
口や正門に掲げられた、木の板に毛筆で墨書きされた名称板の文字が前者の一
つの例であり、墓石を中心とするさまざまな石碑や川に架かる橋の名前を刻ん
だプレートなどの文字が後者の例である。
　墓石はなぜ今でも毛筆文字（または毛筆フォント）で刻まれ続けるのか。新
しく設置される省庁の標識板はなぜ今でも毛筆で書かれるのか（注10）。会社な
どの名称を示す、木の板に毛筆で墨書きされた名称板はなぜ消えてしまったの
か。例えばこのような問いが仮に海外からの旅行者によって発せられたとき、
どのような答えがあり得るのか。伝統と革新に対する意識、文字を書くときの、
書く素材と書かれる文字の問題、経済性と効率性などが絡み合っているのだろ
うと思われるが、今の時点で言えることはほとんどない。
　言語景観研究には、外国人に対する便宜を図るためにどこにどのような不便
があるかを論じた研究もあり（寺部他（2003）など）、2020年の東京オリンピッ
ク・パラリンピックを控えていることからも、それ自体は必要な、そして意味
のある情報であるが、本稿が目指すのは、そういった「便宜を図る」ためでは
なく、毛筆文字の使用実態がどうなっているかを明らかにし、他の文化圏の人々
に提供する実態情報を整備することにある。
　ただし、観光について多くの示唆を含む藻谷・山田（2016）風に考えるなら、
日本語非母語話者に毛筆文字の状況だけでなく、その魅力を伝えるためには、
母語話者自身がその魅力を感じ、それに自信を持つことが必要であり、その裏
付けがあってこそ、旅行者が実際の書作品を見たり書の体験をしたりすること
で日本に対する真の理解を深めていくことになる、ということであろう。
　本稿は、新春名刺のごく単純な分析結果の紹介から出発して、どのような分
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野と関わりがあるかを述べたにすぎない。今後、毛筆で書かれた文字の基礎資
料作成に向けて、また、関連する分野への新しい情報として作業を続けていく
必要があるだろう。
（注 1 ）第45回「日本の書展」東京展記念講演会での松浦晃一郎氏（第 8 代ユ
ネスコ事務局長）と愛川フォール紀子氏（元ユネスコ無形文化遺産担
当部長）の対談「日本の書道文化とユネスコの無形文化遺産」（2017（平
成29）年 6 月16日）による。
（注 2 ）杉山（2018）によれば、「日常生活における筆記具としての毛筆は1920
（大正 9 ）年ころまでにほとんど姿を消した」（P.125）という。
（注 3 ）注 1 と同じ
（注 4 ）言語景観の規定の仕方にはいろいろなものがある。例えば庄司（2009）
は多言語景観の定義を「公共の場においてさまざまな形で知覚される、
外国語が複合的に形成する景観」として、「特に注意をせずに聞こえて
くる音声」も含めている。
（注 5 ）1 月 4 日以降の紙面にも掲載されている新春名刺があるが、数はそれ
ほど多くないので、ここでは 1 月 1 日と 1 月 3 日に限定した。なお、
各紙の新春名刺掲載開始年は以下のとおりである。
　　　　　日本経済新聞：1955（昭和30）年
　　　　　読売新聞：1972（昭和47）年
　　　　　毎日新聞：すでに1963（昭和38）年には掲載されているが、いつか
ら始まったかは未確認。
　　　　　朝日新聞：1972（昭和47）年
（注 6 ）毛筆かどうかの判定は筆者が単独で行なった。一、二週間程度間隔を
空けて三回行ない、その結果を照合し、判断が食い違ったものについ
ては「毛筆orペン」のようにカウントした。また、毛筆による手書き
でなく毛筆フォントが用いられたと思われるものも少数ながらあった
が（特に調査年の最後に近い時期）、毛筆フォントの使用は新年を意識
しての選択であったと考え、本稿では「毛筆」としてカウントした。
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この点、張等（2013）のカウントの仕方とは異なる。
（注 7 ）「手書きをする（計）」は、「いつも手書きをする」と「大体手書きをす
る」の合計
（注 8 ）同様に2018（平成30）年 5 月22日（火）～2018（平成30）年 6 月10日（日）
にも、うちわに一文字を筆ペンで書く、「日本文化との出会い「書体験」」
のワークショップが行われた。（http://www.tnm.jp/modules/r_event/
index.php?controller=past_dtl&cid=4&id=9550による　2018年 6 月19
日確認）
（注 9 ）出品作家 ※肩書は2017（平成29）年11月現在
　　　　井茂圭洞（日本芸術院会員／日展副理事長／京都教育大学名誉教授／
読売書法会最高顧問）
　　　　津金孝邦（恩賜賞・日本芸術院賞受賞／日展会員／読売書法会顧問）
　　　　樽本樹邨（日本芸術院賞受賞／日展会員／読売書法会常任総務）
　　　　星　弘道（日本芸術院賞受賞／日展理事／読売書法会常任総務）
　　　　石飛博光（日展会員／毎日書道会理事）
　　　　大井錦亭（日展会員／毎日書道会常任顧問）
　　　　田中鳳柳（産経国際書会最高顧問）
　　　　吉川蕉仙（日展会員／読売書法会常任理事）
　　　　黒田賢一（日本芸術院賞受賞／日展理事／読売書法会常任総務）
　　　　髙木聖雨（恩賜賞・日本芸術院賞受賞／日展会員／大東文化大学教授
／読売書法会常任総務）
　　　　清水透石（日展会員／読売書法会参事）
　　　　田中節山（日展会員／大東文化大学名誉教授／読売書法会常任理事）
　　　　仲川恭司（専修大学名誉教授／毎日書道会理事）
　　　　辻元大雲（毎日書道会理事）
　　　　長野竹軒（東京学芸大学名誉教授／毎日書道展審査会員）
　　　　舟尾圭碩（日展会員／読売書法会常任理事）
　　　（http://www.shodoisan.jp/undo.htmlによる　2018年 5 月22日確認）
（注10）例えば、2014（平成26）年 5 月に発足した内閣人事局の看板は稲田朋
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美国家公務員制度担当大臣（当時）が、2015（平成27）年10月発足の
スポーツ庁の看板は下村博文文部科学大臣（当時）が、2018（平成30）
年 4 月発足の20カ国・地域（G20）首脳会合事務局の看板は河野太郎
外務大臣が、それぞれ揮毫したものである。
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